
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                   

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくい女性ネットとは… 

県内の企業、事業所、団体等で活躍中の女性が、 

相互交流、自己研鑽、企業等における女性の活躍促進を目的として、 

講演会や交流事業、情報発信事業に取り組んでいます。 

http://pref.fukui.lg.jp/doc/joseikatuyaku/ladygp/f-net.html 

福井県とお茶の水女子大学が共同で作成・実施する女性リーダー育成研修プログラム「未来きらりプログラム」。 

２９年度の研修最終回となる２月の講義では、１年間の研修の集大成として、企業リーダーコースは「ビジネスプラン発表会」、 

製造業リーダーコースは「実践計画書」の作成に取組みました。 

【講義】相手に効果的に伝えるためのポイントとして、話す

早さや言葉の強弱、発表者の動作など、気をつけた方が良

いことなどを学びました。            

【発表リハーサル】多目的ホールの大きなステージ上で、自

分たちのビジネスプランをスクリーンに映し出し、今の講

義で学んだことを踏まえ、プレゼンテーションのリハーサ

ルをしました。どの班もパワーポイントは未完成でしたが、

プラン内容を視覚で伝える工夫をされていました。 

【グループワーク】各班、他の班からの質問や寺田講師からの講評を基に、発表資料の完成に向けたグループ

ワークを行いました。業種も職種も異なる様々な人が集まることで、多様な視点や意見が生まれ、それらを

話し合いながら一つのプランにまとめ上げていくという、仮想プロジェクトで体験したプロセスは、今後の

仕事に大いに生かせるものでした。3 月 8 日の発表会は、どの班もさらにバージョンアップして挑んでくる

ことでしょう。本番が楽しみです！                          （担当：藤田） 

講師：一般社団法人日本経営協会  寺田 久美 氏 

 

  
各班で話し合ってきたビジネスプランを、いよいよ形にする時期

になりました。プレゼンテーション作りで大事なのは、相手に「理

解」と「納得」を得ることです。そのために必要なのは、分かりや

すい資料と根拠の提示、そして聞き手に伝える文章力。資料の効果

的な技法や言葉遣いなども教えて頂きました。また、ビジネスプラ

ンを考える上では、「誰に（ターゲット）」「何を（商品・サービス）」

「どのように（販売方法等）」というコンセプト常に意識し、ぶら

さず、方向性を振り返ることが大切であると学びました。       

（担当：山岸） 

講師：一般社団法人日本経営協会   寺田 久美氏 

 

  

１２月１４日（木） 講義「プレゼンテーション技術～『伝える』ための効果的な企画書作成～」 
 

１月１９日（金） 講義「プレゼンテーション実践～「伝える」ための効果的な発表方法～」 
 

企画内容を相手に分かりやすく伝えるための資料構成、文章や図式の用い方について教えて頂きました。 

 後半のグループワークでは、どのようなプレゼン資料にするのか、メンバーでアイデアを出し合い、スラ

イドの内容を考えました。                              （担当：水上） 

 

企業リーダーコースは「ビジネスプラン発表会」に向けてラストスパート 

」 
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 今回のビジネスプランのテーマは「北陸新幹線敦賀開業」。 

 地元の愛の強い女性ネットのメンバーは、本気で福井の発展を願ってこのテーマに取り組んでいました。 

 何十年ぶりの大雪にも負けず、試行錯誤を繰り返し、各班とも素晴らしい内容でした。この経験は、将来私たちが 

 女性リーダーとして活躍するための大きな一歩となりました。ありがとうございました。           （担当：浅見） 

 

 

（担当：浅見） 

編集後記① 

.

3
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２０１８年 3 月８日、この未来きらりプログラム企業リーダーコース平成 29 年度受講者の集大成とも

いえる一大イベント！ビジネスプラン発表会が開催されました。 

今年のテーマは「新幹線敦賀開業に着目したビジネスプラン」です。 

緊張感に包まれた会場でそれぞれの班が創意工夫をこらしたプレゼンテーションをしました。 

1 月の中間発表に比べるとどの班も成長を感じる内容になっていたと思います。 

 

そして見事1 位に輝いたのは・・・5 班の新幹線と福井のローカル線を結ぶ 
僅差で 2 位が 2 班の幸せの婚活ツアーin 福井～北陸新幹線がつなぐ第２の人生～ 

 

 

 

 

３月８日（木） ビジネスプラン発表会 
 

講師の寺田久美先生から、労いの言葉と「福井の女性の底力を感じました！」とコメントを頂きました。 

また、続いて「地域資源を絞ったプロジェクトは日本にも世界にも沢山あるので、いかに商品・サービス

に落とし込むかを＋αして欲しい。」また、「どう商品するか等、仕組みやソフト面において、まだまだ工

夫する余地があるので今後は更にそういった点も意識してみて下さい」とアドバイスをいただきました。 

発表の最後は、寺田先生、事務局の小西さんと 29年度メンバ

ー全員で記念撮影。これまでの頑張りを皆で労い合いながら締

めくくりました。        

私たちの班は、大雪の影響で資料作成に頓挫したり、思うよ

うに内容を詰めていけず本番ギリギリまで何度も話し合ったり

と苦労しましたが、その分メンバー同士の交流が深く信頼関係

は 1 番だったと自負しています。個人的にはこのつながりがと

ても大きな財産となりました。この班で共に勉強できたことを

嬉しく思います。              （担当：三田村） 

 

 



 ものづくりにおける問題発見とその解決手順について学びました。「日々発生している問題はたいてい『対

処』で済ませていて『解決』していないから再発する」という杉藤講師のコメントが印象的で、今まで自分

は、多くの問題について、根本的な「解決」ではなく、「対処」だけで済ませてきたのだと気付きました。ま

た、問題を見つけ、解決に向けた取組みを進めていく際は、周囲をうまく巻き込んで一緒に取り組んでもら

う必要があります。ファシリテーションを心掛けて進めることが大切だと学びました。   （担当：空中） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ものづくりの中核人材になるー問題発見・解決能力の向上―」 

講師 ： 一般社団法人中部産業連盟  マネジメント開発部 部長  杉藤 里美  

トヨタと言えばトヨタ生産方式（TPS）ですが、

この研修では「TPS とは何か」を実際に見て学ぶ

ことが出来ました。TPS は、異常を発見したらヒ

トが動いて機械停める自働化と、必要なものを必要

なときに必要な量だけ作るジャストインタイムで

成り立っています。そのツールとして「かんばん」

「ひもスイッチ」「あんどん」などがあげられます

が、見学ではそれらを実際に作業の中で使っている

様子も見ることができました。また、それらは高品

質・短い納期・低コストを生み出す為の知恵や工夫、

改善の結晶とも言えます。どの製造業も同じだと思

いますが、品質とスピードは常に求められます。 

TPS はそれを達成する為に必要不可欠な手法であると、今回の研修を通して学ぶことができ、私にとっ

てとても有意義な時間になりました。                     （担当：鈴木） 

 

 

 

1 月 16 日（火）            ものづくりスキルアップ講座⑤ 
  

「現地研修(2) 県外企業」 

講師 ： 一般社団法人中部産業連盟  マネジメント開発部 部長  杉藤 里美 氏 

 

  1社目 ： トヨタ自動車株式会社 高岡工場（組立工場）、トヨタ会館 

製造業リーダーコースは「ものづくりスキルアップ講座」後半戦！ 

」 
12 月 15 日（金）            ものづくりスキルアップ講座④ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

                                

最後の講義となった今回は、自分の会社で取り組みたい改善

活動の「実践計画書」を作成しました。これまでも自分たちで

改善活動を行ったことはありましたが、その場だけの対処では

なく、特性要因図を作成するなどして根本的な理由を調査し、

再発しないような案を立てることは、実際にやろうとすると考

えていた以上に難しいと感じました。 

今回の講義では、参加者それぞれの会社・立場などで取り組

むべき問題は違いましたが、受講者同士が話し合うことで新し

い意見や改善案が出ることもありました。こういった場を設け

ていただいたことで、杉藤講師がおっしゃっていた、会社内で

周りの人を巻き込んで問題解決をすることの重要性がよく理解

できました。                 （担当：笠川） 

「研修の学びを活かす『実践計画書』の作成」 

講師 ： 一般社団法人中部産業連盟  マネジメント開発部 部長  杉藤 里美 氏 

 

  

 １年間の研修で、女性ならではの視点や考え方、社会での取り組み方など、今までに学校の授業などで

は受けたことのなかった内容ばかりで非常に有意義な時間でした。また、県内外企業の製造現場見学では、他社での取り組

みを拝見する機会をいただき、自社改善の気づきや手法を学びました。この研修では参加メンバーとのディスカッションも多

く、いろいろな悩みや熱い想いを意見交換でき、自分も更に頑張りたいと思いました。               （担当：空中） 

編集後記② 

2社目 ： リコーエレメックス株式会社 恵那事業所  

ものづくりプロセスの追求・技術の進化に取り組んでいる企

業で、生産工程における品質向上、効率化を実現するために５

Ｓが徹底されていました。常日頃から社員の「うっかり、ウロ

ウロ、いちいち、イライラ」をキーワードに、社員全員が主体

的に改善活動に取り組んでいるのが印象的でした。 

とにかく「やってみよう」ということの繰り返しで改

善、改革に終わりはないことを改めて学びました。絶

え間ない改善に取組み、新たな改革をし、継続してい

るからこそ、５Ｓの行き届いた職場になるのだと思い

ました。    

 （担当：富田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくい女性ネット（第10期）参加企業 ― ふくい女性ネットの趣旨にご賛同いただいた企業 ― 

アイシン・エィ・ダブリュ工業㈱ ㈱アスピカ イーゲート㈱ ㈱ウォンツ・ジャパン 

小浜製綱㈱ ㈱カズマ 社会福祉法人 敬仁会 ㈱米五 

㈱三栄商会 シプロ化成㈱ ジャパンポリマーク㈱ ㈱ジャルダン 

社会福祉法人 新清会 ㈱ＳＨＩＮＤＯ ㈱すみよし ㈱そごう・西武 西武福井店 

ダイトーケミックス㈱ ㈱ＴＯＰ ㈱日本エー・エム・シー ㈱日本オカダエンタープライズ 

日本電産テクノモータ㈱ 福井県民生活協同組合 福井市 福井商工会議所 

公益財団法人 ふくい女性財団 国立大学法人 福井大学 福井経編興業㈱ ㈱ＰＬＡＮＴ 

北陸電力株式会社 福井支店 医療法人 穂仁会  マイランＥＰＤ合同会社 社会福祉法人 町屋福祉会 

㈱みつばち ㈱ヤスサキ 山耕㈱ 横山電機㈱ 

 
（36社 50 音順） 

3 月 14 日（水）            ものづくりスキルアップ講座⑥ 
  


